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・

近年、持続可能な開発目標（ＳＤＧs）が世界

的に注目される中、高齢者福祉はその重要な課題

の１つとして位置づけられている。特に、急速な

高齢化が進むアジア地域では、高齢者が直面する

課題に対する政策や支援の必要性が高まっている

のである。本稿では、私が日頃の研究活動を通じ

て取り組んでいる「高齢者福祉におけるボランテ

ィアの役割」と「オンライン消費における高齢者

の権利保護」について紹介し、さらにタイにおけ

る最近の社会問題について考察する。 

 

高齢者福祉とボランティアの役割 

高齢者福祉は、ＳＤＧsの目標３「すべての人

に健康と福祉を」や目標10「人や国の不平等をな

くす」と密接に関連している。高齢者が健康で自

立した生活を送るためには、医療や介護サービス

だけでなく、地域社会の支援が不可欠である。そ

の中で、ボランティア活動は重要な役割を果たし

ている。 

ボランティアは、地域社会における高齢者の孤

立を防ぎ、社会的つながりを提供する役割を担っ

ている。例えば、日本では「見守り活動」や「配

食サービス」など、地域住民が主体となって高齢

者を支える取り組みが広がっている。一方、タイ

では、仏教文化に基づく「タンブン（功徳を積

む）」の精神がボランティア活動に反映され、地

域社会での高齢者支援が行われている。 

しかし、ボランティア活動には課題も存在する。

例えば、活動を担う人材の不足や、活動の持続可

能性があげられる。これらの課題を解決するため

には、行政や企業、地域住民が連携し、ボランテ

ィア活動を支援する仕組みを構築することが求め

られる。 

 

オンライン消費における高齢者の権利保護 

私の最近の研究テーマの１つに、「高齢者のオ

ンライン消費における権利保護」がある。タイで

は、インターネットやスマートフォンの普及に伴

い、高齢者がオンラインで商品やサービスを購入

する機会が増えている。しかし、これに伴い、高

齢者が詐欺や不正取引の被害に遭うケースも増加

している。 

タイ政府は、高齢者の権利を保護するための政

策や措置を講じているが、まだ十分とはいえない。

高齢者がオンライン取引において直面する主な課

題として、以下の点があげられる。 

１．情報格差 

高齢者の中には、インターネットやデジタル技

術に不慣れな人が多く、詐欺や不正取引に対する

リスクが高い。特に、偽のウェブサイトや詐欺メ

ールに騙されるケースが増えている。 

２．法的保護の不十分さ 

オンライン取引における高齢者の権利を保護

するための法律や規制が十分に整備されていな

いため、被害を受けた際の救済が難しい状況に

ある。 
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３．教育と啓発の不足 

高齢者が安全にオンライン取引を行うためには、

デジタルリテラシーの向上が必要である。しかし、

教育や啓発活動が十分に行われていないため、高

齢者がリスクを認識しにくい状況にある。 

私の研究では、これらの課題を解決するための

政策提言を行っている。具体的には、高齢者向け

のデジタル教育プログラムの導入や、オンライン

取引における詐欺防止のための法整備の強化が必

要であると考えている。また、地域社会やボラン

ティアが高齢者をサポートする仕組みを構築する

ことも重要となっている。 

 

タイにおける最近の社会問題 

タイでは、急速な経済発展とともに、さまざま

な社会問題が浮き彫りになっている。その中でも、

以下の３つの問題が特に注目されている。 

１．高齢化社会の進展 

タイは、アジアの中でも急速に高齢化が進んで

いる国の一つである。高齢者人口の増加に伴い、

医療や介護サービスの需要が高まっているが、こ

れに対応するためのインフラや人材が不足してい

る。また、都市部と農村部での格差が大きく、地

方の高齢者が十分な支援を受けられない状況が課

題となっている。 

２．デジタル格差 

タイでは、都市部を中心にインターネットやス

マートフォンの普及が進んでいるが、農村部では

依然としてデジタル格差が存在する。この格差は、

高齢者や低所得層に特に顕著であり、オンライン

サービスを利用する際の障壁となっている。 

３．環境問題 

タイでは、プラスチックごみの増加や大気汚染

などの環境問題が深刻化している。特に、バンコ

クなどの都市部では、PM2.5による健康被害が問

題視されている。これらの環境問題は、高齢者や

子どもなどの弱者に特に大きな影響を与えている。 

 

これらの社会問題に対処するためには、政府だ

けでなく、企業や市民社会が協力して取り組む必

要がある。特に、ＳＤＧsの目標達成に向けた取

り組みを強化し、持続可能な社会の実現を目指す

ことが重要である。 

本稿では、私の研究内容である高齢者福祉やオ

ンライン消費における権利保護について紹介する

とともに、タイにおける最近の社会問題について

考察した。高齢者が安心して生活できる社会を実

現するためには、政策や制度の整備だけでなく、

地域社会やボランティアの役割が重要である。ま

た、タイにおける高齢化やデジタル格差、環境問

題といった課題に対しても、ＳＤＧsの視点から

包括的な解決策を模索する必要がある。 

私の研究が、これらの課題解決に向けた一助と

なることを願い、今後も引き続き研究活動に取り

組んでいきたいと考えている。 


